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　はじめに

ヒメジ科ヒメジ属 Upeneusは，背鰭棘数が 7–8

であること，鋤骨と口蓋骨に絨毛状歯をもつこと，
第 2背鰭と臀鰭の基底部に小鱗をもつこと，吻長
が眼後長より短いかほぼ等しいこと，および尾鰭
に斜線があるか側線に沿う縦帯があること，また
はその両方の色彩をもつことによって特徴づけら
れる（Uiblein and Gouws, 2014; Uiblein and White, 

2015; Uiblein et al., 2016, 2017）．本属魚類は日本
から 11種が知られており（Yamashita et al., 2011; 

Motomura et al., 2012; 波戸岡・土居内，2013；萬
代ほか，2018），このうちヨスジヒメジ U. quadri-

lineatus Cheng and Wang, 1963はこれまでに日本
国内において和歌山県みなべ町，土佐湾，奄美大
島，および沖縄島からのみ記録されていた（山川，
1984；藤山，2004；波戸岡・土居内，2013；池田・
中坊，2015；Nakae et al., 2018）．
鹿児島県の魚類相調査の過程で，薩摩半島西

岸沖から 1個体，大隅諸島種子島から 2個体のヨ
スジヒメジが採集された．これらの標本は鹿児島
県本土および大隅諸島における本種の標本に基づ
く初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Uiblein and Gledhill

（2015）にしたがった．計測はデジタルノギスを
用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は標準体長
（Standard length）に対する百分率（%）で示した．
標準体長は体長または SLと表記した．標本の作
製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）
に準拠した．ヨスジヒメジの生鮮時の体色の記載
は，固定前に撮影された鹿児島県産の標本（記載
標本の項を参照）のカラー写真に基づく．本報告
に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館
（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写
真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Upeneus quadrilineatus Cheng and Wang, 1963

ヨスジヒメジ　（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体（体長 97.8–126.7 mm）：KAUM–I. 

7097，体長 97.8 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町
片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深
27 m，2007年 9月 18日，定置網，伊東正英；
KAUM–I. 110174，体長 119.9 mm，鹿児島県種子
島西之表市現和田之脇田之脇漁港（30°41′29″N, 

131°04′17″E），水深 5 m，2017年 11月 28日，釣り，
高山真由美；KAUM–I. 110577，体長 126.7 mm，
鹿児島県種子島西之表市現和田之脇田之脇漁港
（30°41′29″N, 131°04′17″E），水深 5 m，2017年 12

月 3日，釣り，高山真由美．
記載　計数・計測値を Table 1に示す．体は細

長く側扁する．体背縁は吻端から第 1背鰭起部
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Fig. 1. Fresh specimens of Upeneus quadrilineatus. A: KAUM–I. 7097, 97.8 mm SL, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan; 
B: KAUM–I. 110174, 119.9 mm SL, C: KAUM–I. 110577, 126.7 mm SL, Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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まで上昇し，尾柄部にかけて緩やかに下降する．
体腹縁は下顎先端から尾柄にかけて丸みを帯び

る．肛門は前後方向に長い楕円形で臀鰭起部直前
に位置する．眼は円形で頭部背縁付近にある．口

West coast of Satsuma Peninsula Tanega-shima island, Osumi Islands
KAUM–I. 7097 KAUM–I. 110174 KAUM–I. 110577

Standard length (SL ； mm) 97.8 119.9 126.7
Counts
Dorsal-fin rays VIII+ 9 VIII+ 9 VIII+ 9
Pectoral-fin rays 16 16 16
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
Anal-fin rays I, 7 I, 7 I, 7
Total gill rakers on upper limb 8 9 8
Total gill rakers on lower limb 20 20 20
Total gill rakers 28 29 28
Scales along lateral line — 38 37
Measurements (as % of SL)
Body depth at first dorsal-fin origin 27.0 28.6 29.0
Body depth at anal-fin origin 26.2 25.6 25.1
Half body depth at first dorsal-fin origin damaged 22.3 22.6
Half body depth at anal-fin origin 18.6 19.6 19.2
Caudal-peduncle depth 11.5 10.4 11.0
Caudal-peduncle width 3.6 3.9 4.1
Maximum head depth 23.1 24.1 23.8
Head depth through eye 19.7 18.1 18.9
Suborbital depth 11.0 11.1 10.7
Interorbital length 8.8 8.3 9.1
Head length 30.6 29.0 30.5
Snout length 12.0 11.1 12.3
Postorbital length 13.1 12.8 13.7
Orbit length 7.4 6.8 6.8
Orbit depth 6.6 6.2 6.1
Upper-jaw length 12.6 11.8 11.5
Lower-jaw length 11.7 11.6 11.0
Snout width 11.3 10.8 11.4
Barbel length 17.8 16.8 17.7
Maximum barbel width 0.9 1.0 0.9
First pre-dorsal length 39.7 37.4 40.2
Second pre-dorsal length 68.3 66.9 68.5
Interdorsal distance 17.0 17.2 16.8
Caudal-peduncle length 20.0 21.4 20.8
Pre-anal length 67.6 66.8 69.8
Pre-pelvic length 32.8 31.8 32.1
Pre-pectoral length 32.1 29.1 30.4
Second dorsal-fin depth 26.4 25.9 26.0
Pelvic-fin depth 27.3 27.6 29.1
Pectoral-fin depth 17.3 16.8 18.4
Length of first dorsal-fin base 15.3 15.8 15.2
Length of second dorsal-fin base 13.8 13.7 14.4
Caudal-fin length damaged 28.2 28.4
Length of anal-fin base 12.9 11.8 11.8
Anal-fin height 10.6 9.0 damaged
Pelvic-fin length 18.7 18.2 17.0
Pectoral-fin length 23.4 23.7 24.7
Pectoral-fin width 5.8 5.9 5.7
First dorsal-fin height damaged 22.4 22.3
Second dorsal-fin height damaged 14.5 14.7

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Upeneus quadrilineatus from Kagoshima, 
Japan.
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は小さく吻の下方に位置し，口裂は体腹縁に沿っ
て下降する．両顎に先端の鈍い円錐歯で形成され
た歯帯をもつ．鋤骨はV字型で絨毛状歯帯をもつ．
口蓋骨に絨毛状歯帯をもつ．内翼状骨歯をもたな
い．下顎縫合部に 1対の髭がある．たたんだ髭の
後端は眼の後縁下を越える．前鼻孔は後鼻孔の前
方下に位置し，後鼻孔は眼の僅かに前方に位置す
る．主鰓蓋骨後端上方に短い 1棘をもつ．鱗は櫛
鱗．頭部は鱗に被われる．第 2背鰭と臀鰭の基底
および鰭膜の一部は小鱗で被われる．側線鱗は有
孔．側線は鰓蓋直上から尾鰭基底中央部にかけて
体背縁に並走する．背鰭は 2基で互いによく離れ
る．第 1背鰭起部は腹鰭起部より後方に位置する．
第 1背鰭は第 1棘が最も短い．第 2背鰭は第 1軟
条のみ不分枝で，第 2軟条が最も長い．胸鰭基底
前端は鰓蓋後縁より僅かに後方に位置し，腹鰭起
部より前方に位置する．胸鰭は第 1軟条のみ不分
枝で，その後端は尖る．胸鰭は第 4軟条が最も長
く，その後端は第 1背鰭基底後端直下に達する．
胸鰭長は腹鰭長より長い．腹鰭軟条はすべて分枝
する．臀鰭起部は第 2背鰭第 3軟条起部直下，臀
鰭基底後端は第 2背鰭最後軟条基底直下にそれぞ
れ位置する．臀鰭は第 1軟条のみ不分枝で，第 2

軟条が最も長い．尾鰭は二叉し，後縁は中央部で
湾入する．尾鰭両葉の後端は僅かに尖る．
色彩　生鮮時，体は白色．体側に 4黄色縦帯

があり，第 1縦帯は第 2背鰭基底前端下まで，第
2縦帯は第 2背鰭基底後端下まで，第 3縦帯およ
び第 4縦帯は尾鰭後縁まで伸長し，いずれの縦帯
も後端は僅かに黒色．頭部と体側の第 3黄色縦帯
上方の体背部は暗色．頬部と第 3黄色縦帯下方の
体側面は白色．髭は白色．虹彩は赤色．瞳孔は黒
色．鰭は全て半透明．第 1背鰭の先端は黒色で，
第 2軟条および第 3軟条の先端は白色．第 1背鰭
先端の黒色域の下方に白色縦線と黄色縦線が 3本
ずつ交互にある．第 2背鰭の先端は白色で，その
下方に黄色縦線と白色縦線が 3本ずつ交互にあ
る．腹鰭軟条は黄色で，縁辺は白色．臀鰭軟条は
黄色で，縁辺は白色．尾鰭上葉に黄色縦帯と白色
縦帯が 5本ずつ交互にあり，黄色縦帯の前縁と後
縁は僅かに黒色．尾鰭下葉の下部は橙色がかり，

縁辺は白色で縁取られる．下葉後縁に黄色の 1斜
走帯があり，斜走帯後部は僅かに黒色．固定後，
体側上部は白色がかり，体側下部から体腹面は白
色となる．第 1背鰭先端の黒色域は明瞭に残る．
第 1背鰭，第 2背鰭，および尾鰭両葉の黄色縦帯
と斜走帯は淡い黒色に変化する．

分布　インドネシア・スラウェシ島マカッサ
ル，南シナ海，中国・大陳島，台湾南部，および
日本から記録されている（山川，1984；Randall, 

2000, 2001； 波戸岡・土井内，2013；池田・中坊，
2015）．日本国内ではこれまで和歌山県みなべ町，
土佐湾，奄美大島，および沖縄島からのみ記録さ
れており（山川，1984, 1997；藤山，2004；波戸岡・
土居内，2013；池田・中坊，2015；Nakae et al., 

2018），本研究により，薩摩半島西岸沖ならびに
大隅諸島種子島における分布も確認された．

備考　記載標本は第 1鰓弓の総鰓耙数が 25–29

であること，体側に 4本の黄色縦線があること，
第 1背鰭の先端が黒く，尾鰭上葉に数本の斜走帯
があること，尾鰭下葉に暗色帯がないことが山川
（1984, 1997），Randall (2001)，波戸岡・土井内
（2013），および池田・中坊（2015）の報告した U. 

quadrilineatusの標徴とよく一致したため，本種
と同定された．ヨスジヒメジは体側に 4本の黄色
縦帯があることから，ミナミヒメジ U. vittatus 

(Forsskål, 1775)と類似するが，尾鰭下葉に斜走帯
をもたないこと（ミナミヒメジは黒色の斜走帯を
もつ）によって識別される（山川，1984；波戸岡・
土井内，2013）．
山川（1984）は高知県と沖縄県から得られた

計 5 個体（体長 12–17 cm）に基づき Upeneus 

quadrilineatusを報告し，和名ヨスジヒメジを提
唱した．山川（1984）以前には Kamohara (1951)

が高知市産ヒメジ属魚類を U. vittatus，和名をミ
ナミヒメジとして報告したが，このミナミヒメジ
は尾鰭下葉に斜走帯がないことからヨスジヒメジ
と思われる（山川，1984）．藤山（2004）は奄美
大島からヨスジヒメジの写真を報告したが，標本
は残されていない．
ヨスジヒメジは上記以外の日本国内における

記録がなく，本報告の記載標本は本種の鹿児島県
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本土と大隅諸島における初めての記録である．
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